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令和７年度 全国学力・学習状況調査の分析について 

 
 全国の児童・生徒の課題改善に向けた教育及び教育施策の成果と課題を検証

し、児童・生徒の学力及び学習状況の改善を図るために、小学６年生（中学校では、
中学３年生）を対象として、『全国学力・学習状況調査』が実施されております。 

 
この調査は、小学校の最終学年のみを対象とした調査であり、今年度の実施教

科は国語・算数・理科の３教科ですが、測定されたものは学力の一部であり、学校に
おける教育活動の一側面に過ぎません。そのことをまず踏まえつつ、調査によって得
られた課題を明らかにし、その改善に全力を注ぐことが、調査本来のねらいであると
考えております。 

 
本校では８月下旬に、自らの学習到達状況を正しく把握するため、個人票とともに、

問題用紙と正答例をあわせてお返ししました。 
 
全国における調査を客観的に分析することにより、どのような授業改善がより効

果的であるかをしっかりと見極め、学校全体あるいは小学校・中学校における連続
した取組みとなるよう、具体的な工夫改善を図ってまいります。 
吹田市教育委員会においても、今回実施した調査についての成果および課題・

問題点を分析し、吹田市教育委員会のホームページに掲載されております。 
 

  各ご家庭におかれましては、今回の分析結果をもとに、今後の家庭学習の指針と
して、参考にしていただきますようお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 教科に関する調査の分析 
 
（１）国語   
              《各内容における成果と課題》 

 
言葉の特徴や使い方に関する事項 （知識及び技能） 

 
全国値をやや上回っている 
 ◎学年別漢字配当表に示されている漢字を文中で正しく使うことができている。 
 
情報の扱い方に関する事項 （知識及び技能） 
 
全国値をやや下回っている 
・情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を
理解し使うことに課題がある。 

 
我が国の言語文化に関する事項 （知識及び技能） 

 
全国値をやや上回っている 
◎時間の経過による言葉の変化や、世代による言葉の違いに気づくことができ 
ている。 

 
話すこと・聞くこと （思考力・判断力・表現力等） 

 
全国値をやや下回っている。 
◎自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉えることができている。 
◎話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめることができている。 
・目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり 
関係付けたりして、伝え合う内容を検討することに課題がある。 

 
書くこと （思考力・判断力・表現力等） 

 
全国値とほぼ同じである。 
◎書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の 
関係に注意したりして、文章の構成を考えることができている。 
・図表などを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することに 
課題がある 

   ・目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考えが 
伝わるように書き表し方を工夫することに課題がある。 
 

読むこと （思考力・判断力・表現力等） 
 

全国値を上回っている。 
◎時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉えることが 
できている。 

 ◎事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を 
捉えて要旨を把握することができている。 

家庭数 

 

学校教育目標      幸せを創り出す力を育み 自分の力で生きる子を育む 

 
重点取組 インクルーシブ教育（学校づくり） 多様性を受け入れ 個性を尊重し ともに学びともに育つ 
         インプット インテイク アウトプット  自ら学び 自ら考え 自ら発信 
 
情報活用の研究主題  デジタルとアナログのハイブリッド ～自ら探究する子どもの姿をめざして～ 
 



◇国語科における成果と今後の改善点 
  
今回の国語科 学力・学習状況調査、出題の大きな趣旨は以下の３つである。 
 
１． 目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え合う内
容を検討し、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら聞き、自分の考えを
まとめることができるかどうか。 
 

２． 目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、図表を用いる
など、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうか。 

 
３． 文章全体の構成を捉えて要旨を把握し、目的に応じて、文章と図表を結び付
けるなどして必要な情報を見付けることができるかどうか。 

 
それを踏まえた本校の状況は 

 
 ◇漢字を覚えて書くことや、簡単な文の構成は理解しています。 
◇文章全体の構成を捉えて要旨を把握することはできています。 
◇自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しなが 
ら、自分の考えをまとめることはできています。 

  ◇目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付ける 
ことに課題があります。 

◇記述式の問題に無解答率が高く、課題があります。 
◇「書く」ことにおける、思考力、判断力、表現力に課題があります。 

  
  よって、①国語科における情報活用の強化（知識及び技能） 

 ②効果的に書くこと（思考力・判断力・表現力等） 
 ③アウトプット活動（思考力・判断力・表現力等） 

 
以上、３点を国語科における重点課題と考え、以下の改善を図ります。 

 
国語科に限らず、複数の資料を結び付けて読む学習活動をたくさん設定する 
根拠① 必要な情報を見付けるためには、様々な資料（図表や文章）に触れ、 
        取捨選択したり、資料の関係性を考えたりする力が必要である。 
 
思考ツールを使いこなせるようにする 
  根拠①  思考ツールは「考えるときの考え方」がわかるため、考える力（思考力） 

が育まれ、整理・分析場面での学習の質を高めたりすることに繋がる。 
根拠②  グループワーク活用では、自分と異なる視点・考えに気がつきやすく、 

多面的・多角的に考えを深めていくこともできる。 
根拠③   「書く」ことが苦手でも、思考ツールへの食いつきは良く、次へ繋がる。 
 
語彙力を伸ばし発表の機会を増やす 
  根拠①   アウトプット側は、場数を踏むことで「慣れ」や「自信、達成感」に繋が 

り、さらに「意欲」を生む。インプット側は、学びの参考とできる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
《 国語科ピックアップ問題 》 
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 青小っ子の正答率が１番低かった問題 

この問題は、目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり 

関係付けたりして、伝え合う内容を検討することができるかどうかを問うものです。 
 
上の文章（会話文）の着眼点は次の２つです。 

① 質問のちがいを明確 or質問を関連づけに着目して考えること 

② 相手から引き出そうとしているのか、 選べるようにしているのか、に着目して考えること 

この着眼点を見つける有効な手立てが、現在、取り組んでいる思考ツールの活用です。 

上の資料、【話し合いの記録】も１つの思考ツールになっています。 
 
複数の資料を結び付けて読む活動を通して、それぞれの資料にある語句や情報を丸や四角で

囲んだり、線などでつないだりして、視覚的に明らかにして考えることが大切だと感じます。 

 



（２）算数    
 

《各領域における成果と課題》 
 

数と計算 
 

全国値を上回っている。 
◎棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができている。 

  ◎示された資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式に表し、計算すること 
ができている。 

  ◎小数の加法について、数の相対的な大きさを用いて、共通する単位を捉える 
    ことができている。 
  ◎異分母の分数の加法の計算をすることができている。 
  ◎伴って変わる二つの数量の関係に着目し、必要な数量を見いだすことができ 
    ている。（ 複数の領域に係る①・・・変化と測定 データの活用 ） 
◎伴って変わる二つの数量の関係に着目し、問題を解決するために必要な数量 
を見いだし、知りたい数量の大きさの求め方を式や言葉を用いて記述できて 
いる。（ 複数の領域に係る②・・・測定 変化と関係 データの活用 ） 
 

 図形 
  
全国値をやや上回っている。 
  ◎平行四辺形の性質を基に、コンパスを用いて平行四辺形を作図することができ 
    ている。 
  ◎台形の意味や性質について理解している。角の大きさについて理解している。 
   
測定 
 
全国値を上回っている。 
  ◎はかりの目盛りを読むことができている。 
  ◎（複数の領域に係る②）ができている。 
 
変化と関係 

 
全国値を上回っている。 
◎「１０％増量」の意味を解釈し、「増量後の量」が「増量前の量」の何倍になって 
いるかを表すことができている。 

  ◎（複数の領域に係る①）（複数の領域に係る②）ができている。 
   
データの活用 
 
全国値を上回っている。 
  ◎（複数の領域に係る①）（複数の領域に係る②）ができている。 
 
 

◇算数科における成果と今後の改善点 
 

  今回の算数科 学力・学習状況調査、出題の大きな趣旨は以下の 4つである。 
 
１． 日常の事象について、目的に応じて表やグラフからデータの特徴や傾向を 
捉え考察できるかどうか。 

   
２． 図形を構成する要素とその関係に着目し、図形の性質や図形の構成の仕方、 
図形の計量について考察できるかどうか。 

 
３． 数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し、小数や分数の計算の 
仕方について統合的・発展的に考察できるかどうか。 

 
４． 日常生活の問題を解決するために、伴って変わる二つの数量を見いだし、 
それらの関係について考察できるかどうか。 
 

  それを踏まえた本校の状況は 
 
◇基礎的・基本的な知識や技能は身についているが、深い理解を伴う知識の 
習得やその活用に課題があります。 

◇数学的な見方、考え方を働かせて説明することに課題があります。 
（式や言葉を用い、筋道立てて記述すること） 
理論的・発展的に考察して数学的に表現することが必要です。 

 
よって、①考察時間の増加（思考力・判断力・表現力等） 
      ②アウトプット活動（思考力・判断力・表現力等） 
 
 以上、２点を算数科における重点課題と考え、以下の改善を図ります。 
 

対話する活動を毎日取り入れる 
根拠①  これまでのペアやグループで行ってきた話し合い活動の強化である。 

          毎日、必ず誰かと算数について、話しをすることで、数学的な考え方の 
          ヒントを獲得するねらいを持っている。 
 
言語化する活動（式の説明・考えていることの説明）を多く設定する 
根拠①  ICTを活用すれば、発表することのハードルも下がると考える。 

         使いやすいアプリ（MetaMoJi・新ミライシード・Canva等）を、活用しな 
         がら、指示棒を片手に、話すことで、環境から整えて意欲へ繋げる。 
根拠②  子どもたちが多様な考え方に触れることは、思考も深まると考える。 

 
具体的な日常の場面に対応させながら考える授業を取り入れる 
根拠①  思考することが苦手であっても、具体物や具体な状況を想像することが 
        できれば、１つの手立てとなる。 
根拠②  今、学習している算数が「日々の生活に関係がある」と分かることで 
        主体的に活動する姿が増えると考える。 



（３）理科    
 

《各領域における成果と課題》 
 
「エネルギー」を柱とする領域  
 
全国値を上回っている。 
  ◎電気の回路のつくり方について、実験の方法を発想し、表現することができている。 
  ◎電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻数によって変わることの知識が 

身に付いている。 
  ◎乾電池のつなぎ方について、直列つなぎに関する知識が身に付いている。 
 
「粒子」を柱とする領域  
 
全国値を上回っている。 
  ◎水の蒸発について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に、概念 

的に理解している。 
  ◎水の結露について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に、概念 

的に理解している。 
  ◎水が氷に変わる温度を根拠に、オホーツク海の氷の面積が減少した理由を 

予想し、表現することができている。 
 ・水の温まり方について、問題に対するまとめを導きだす際、解決するための観 
察、実験の方法が適切であったかを検討し、表現することに課題がある。 

 
「生命」を柱とする領域  
 
全国値を上回っている。 
  ◎顕微鏡を操作し、適切な像にするための技能が身に付いている。 
   ・ヘチマの花のつくりや受粉についての知識において、課題がある。 
   ・発芽するために必要な条件について、実験の条件を制御した解決の方法を 

発想し、表現することに課題がある。 
   
「地球」を柱とする領域  
 
全国値を上回っている。 
  ◎赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、赤玉土の量と水 

の量を正しく設定した実験の方法を発想し、表現することができている。また、 
結果を基に結論を導いた理由を表現することができている。 

  ◎赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、 
【結果】や【問題に対するまとめ】を基に、他の条件での結果を予想して、表現 
することができている。 

 ・氷がとけてできた水が海に流れていくことの根拠について、理科で学習した 
ことと関連付けて、知識を概念的に理解することに課題がある。 

◇理科における成果と今後の改善点 
 

今回の理科 学力・学習状況調査、出題の大きな趣旨は以下の 4つである。 
 
１．赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、解決するための 
実験の方法を発想したり、結果を基に考察したりしながら、問題を解決できるか
どうか。 

 
２．自然の性質や規則性を適用したものづくりについて、学習したことを活用 
したり、解決の方法を発想したりしながら、問題を解決できるかどうか。 

 
３．花のつくりや受粉について理解できているか、発芽の条件について解決の方法
を発想しながら問題を解決できるかどうか。 

 
４．水の温まり方について、解決の方法を発想しながら問題を解決できるか、水に 
  関する知識を概念的に理解しているかどうか。 

 
それを踏まえた本校の状況は 

 
◇ある一定の基礎的な知識は身についています。 
◇自然の事物・現象を比較し、差異点や共通点を基に問題を見いだし、表現する 
  ことに課題があります。 
◇「理科で学習したこと」に関連付けて、「学習したことをもとに考えたこと」につい 
て思考して表現することに課題があります。 
 

 よって、①教科横断的な学習の場の必要性（思考力・判断力・表現力等） 
       ②アウトプット活動（思考力・判断力・表現力等） 
 
以上、２点を理科における重点課題と考え、以下の改善を図ります。 

 
理科と総合的な学習の合科の実施を試みる 
根拠① 学習した内容や児童の生活体験などを基に根拠のある予想や仮説を 

発想して、思考し判断することが求められるため。 
根拠② 習得した知識を他の学習や生活に関連付けて、知識を身に付けることの 

重要性を意識して授業改善することが大切であると考える。それには、 
総合的な学習は導入しやすいと考える。 
 

理科と国語科の合科の実施を試みる 
  根拠① 習得した知識を他の学習や生活に関連付けて、知識を身に付けることの 

重要性を意識して授業改善することが大切であると考える。 
  根拠② アウトプット力に課題があるため、国語科とのコラボは有効と考える。 
 
 
 
 



２ 生活習慣や学習環境等に関する質問調査に関する分析 
 

《教科・学習について》 
 
国語・算数・理科における意識を問う設問 
 
全国値を上回っている設問 
  ◎国語の勉強は得意ですか 
◎国語の勉強は好きですか 
◎国語の授業で、先生は、あなたの良いところや、前よりもできるようになった 
ところはどこかを伝えてくれますか 

  ◎国語の授業で、先生は、あなたの学習のうまくできていないところはどこかを 
伝え、どうしたらうまくできるようになるかを教えてくれますか 

  ◎国語の授業で、目的に応じて、簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の 
    考えが伝わるように工夫して文章を書いていますか 
  ◎国語の授業で、目的に応じて説明的な文章を読み、文章と図表などを結び付 

けるなどして必要な情報を見付けていますか 
  ◎算数の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っていま 

すか 
  ◎小数や分数の計算をするとき、工夫して計算しようとしていますか 
  ◎将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか 
  ◎理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できていますか 
  ◎自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題 

を見いだしたりしていますか 
  ◎理科の授業では、観察や実験をよく行っていますか（１００％でした） 
  ◎理科の授業では、問題に対して答えがどのようになるのか、自分で予想 

（仮説）を考えていますか 
  ◎理科の授業で、観察や実験の結果から、どのようなことが分かったのか考えて 

いますか  
  ◎理科の授業で、観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り返っ 

て考えていますか 
  
全国値をやや上回っている設問 
  ◎算数の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を 

考えますか 
 

全国値とほぼ同じ設問 
  ◎国語の授業の内容はよく分かりますか 
  ◎国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか 
  ◎算数の授業で学習したことは、将来社会に出たときに役に立つと思いますか 
  ◎算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できていますか  

《学習環境・生活環境等について》 
 
本校の重点取組「インプット・インテイク・アウトプット」に係る設問 
 
😊分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫す 

ることはできていると、肯定的な回答が８割以上あり、全国値をやや上回っている。 
😊５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうま 
く伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表している、肯定的な回 
答が約７割あり、全国値をやや上回っている。 

😊５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取組 
んでいる、肯定的回答は８割以上であり、全国値を上回っている。 

😊５年生までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の 
考えをまとめる活動を行っている、肯定的回答率は８割以上あり、全国値を上回 
っている。 

😊学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたり 
することができている、肯定的回答は９割近く、全国値をやや上回っている。 

😊学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習 
につなげることができている、肯定的回答率は９割以上あり、全国値を上回って
いる。 

😊授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりする
ことができている、肯定的回答は８割以上であり、全国値をやや上回っている。 

😊総合的な学習の時間では自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたこと 
   を、発表するなどの学習活動に取り組んでいる、肯定的回答率は約９割で全国
値を上回っている。 

   
本校の重点取組「インクルーシブ」や、合言葉「エージェンシー」に係る設問 
 
😊自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますかの設問では、８割近くの 
   児童が肯定的である。 
😊授業や学校生活では、友だちや周りの人の考えを大切にして、お互い協力しなが 
   ら課題の解決に取組んでいると肯定的回答の児童が約９割いる。 
😊あなたの学級では、学級生活をよりよくするために、学級会で話し合い、互いの 
意見のよさを生かして解決方法を決めていると、感じている児童は９割以上いる。 

😊学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決め 
て取り組んでいる児童は８割以上いる。 

😊道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活 
動に取り組んでいると肯定的回答の児童は９割以上である。 

  ・人が困っているときは、進んで助けている児童は８割いるが、全国値を下回っている。 
  ・いじめはどんな理由があってもいけないことだと回答した割合は９５％以上いる 
   が、１００％をめざしたい。 



個別最適な学び・協働的な学びに関する状況を問う設問 
 
・５年生までに受けた授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などになって 
  いましたかという設問、肯定的回答率は７割以上あるが、全国値を下回り、改善が 
必要と考える。 
 

ICTを活用した学習状況を問う設問 
 
あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT機器で文章を作成する（文字、コメントを
書くなど）ことができると思いますか。  

・８割近くが肯定的回答だが、全国値をやや下回る。 
 

あなたは自分がインターネットを使って情報を収集する（検索する、調べるなど）こと
ができると思いますか。 
   😊９割以上の児童が肯定的回答で全国値をやや上回る。 
 
あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT機器を使って情報を整理する（図、表、グ
ラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）ことができると思いますか 
   😊８割近くの児童が肯定的回答をし、全国値を上回っている。 
 
あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って学校のプレゼンテーション
（発表のスライド）を作成することができると思いますか 
   😊８割近くの児童が肯定的回答をし、全国値とほぼ同じである。 
 
５年生までの学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を活用することについて、
次のことはあなたにどれくらい当てはまりますか 
 

１． 自分のペースで理解しながら学習を進めることができる。  

😊８割以上の児童が肯定的回答をしていて、全国値をやや上回っている。 

２． 分からないことがあった時に、すぐ調べることができる。 

😊９割以上の児童が肯定的回答をしていて、全国値を上回っている。 

３． 楽しみながら学習を進めることができる。  

😊８割以上の児童が肯定的回答をしていて、全国値とほぼ同じである。 

４． 画像や動画、音声等を活用することで、学習内容がよく分かる。 

😊９割近くの児童が肯定的回答をしていて、全国値とほぼ同じである。 

５． 自分の考えや意見を分かりやすく伝えることができる。 

😊９割近くの児童が肯定的回答をしていて、全国値を上回っている。 

６． 友だちと考えを共有したり比べたりしやすくなる。 

😊９割以上の児童が肯定的回答をしていて、全国値を上回っている。 

７．友だちと協力しながら学習を進めることができる。 

😊９割以上の児童が肯定的回答をしていて、全国値を上回っている。 

本校教育目標「幸せを創り出す力を育み 自分の力で生きる子を育む」に係る設問 
 

😊自分にはよいところがあると思う肯定的回答率は９割弱で、全国値とほぼ同じで

ある。 

😊将来の夢や目標をもっている児童は８割以上いて、全国値とほぼ同じである。 

・普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますかの設問に 

「よくある」や「ときどきある」と回答した児童は８５％いるものの全国値をやや 

  下回っている。 

・友だち関係に満足していると感じている児童は８５％いるものの、全国値を下回 

  っている。 

・人の役に立つ人間になりたいと思っている児童は９５％以上いて、全国値とほぼ 

同じである。 

 ・地域や社会をよくするために何かしてみたいと思っている児童は８割弱いるもの 

の、全国値を下回っている。 

 

３ 今後の取組み  ・・・  「児童」をいつも通りの「子ども」にして記載します。 
  
一人ひとりを大切に、誰一人も取り残さない幸せな学校づくりをめざします。 
 
急激に大幅アップしたことがタブレット活用です。しかし、思考したことや判断した
ことを表現（アウトプット）する力に課題があります。「話す」と「書く」の課題です。 
 
そこで、情報活用の研究主題「デジタルとアナログのハイブリッド」を強化します。 
 
「思考ツール」の活用を広げます。「思考ツール」の良さは「考えを見える化し、広
げ、深め、効率化する」ことにあります。人間の直感や創造力と組み合わせること
で、より質の高いアイデアや判断に繋げます。 
 
授業でたくさんの「対話」をさせます。話し合い活動を多様な方法で積み重ねて 
いきます。さらに、発表する機会を増やし、言語活動の充実を図ります。 
 
教育活動全体を通して自尊感情や自己肯定感、人権意識を高め、いじめを許さな
い仲間づくりをめざします。 
 
友だちとともに学び合い、喜び合う素晴らしさを実感させ、豊かな心・思いやりの 
心を育みます。道徳科の授業やいじめ予防授業の充実と研究を図ります。 
 
「主体的に変化を起こす力」「自分で目標を設定して責任を持って行動する力」を
育みます。合言葉は「エージェンシー」 
 
今後もご家庭と連携しながら、教育活動を行います。 
 
多様性を認め、個性を尊重し、ともに学びともに育つ 青小っ子を育みます。 
そして、今後も教職員一同、愛情たっぷりに子どもたちと関わっていきます。 


